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一次元拡散過程, 一次元広義拡散過程, 一次元双一般化拡散過程とディリクレ形式の列の収束や
極限に関する結果を報告する.

開区間 S上の拡散過程X (内部での消滅を伴わない)は s(x)(尺度関数), m(速度測度)と正則な
境界での境界条件によって特徴づけられることが知られている ([3]). s(x)は S上の連続増加関数
であり, mは S上の右連続増加関数によって定義されるRadon測度である. X に対応するディリ
クレ形式は Z.-Q. Chen と M. Fukushimaによって得られている ([1]). S上の拡散過程X(n)の尺
度関数 s(n)の列と速度測度m(n)の列が適当な収束条件を満たす場合, その基本解の列も収束する.

これによりX(n)に対応するディリクレ形式の列のMosco収束が得られる.

このような考察は, 右連続非減少関数から定義されるRadon測度mを速度測度とする広義拡散
過程のクラスにおいても可能である. [4], [7] において S. Watanabe と S. Kotaniによって定式化
された広義拡散過程に対応するディリクレ形式は, [1]で示されたディリクレ形式の traceから得ら
れる (T. Takemura との共同研究). 広義拡散過程のクラスにおいても基本解列の収束は得られて
いることから, 対応するディリクレ形式の列のMosco収束が得られる.

Y. Oguraは速度測度の一般化だけでなく尺度関数も一般化した双一般化拡散過程を考察した
([6]). そこでは非減少関数 (連続性を仮定しない)s(x)と右連続非減少関数から定義される Radon

測度mによって定義されるMarkov過程が考察の対象となる. このクラスの研究は, 集団遺伝学の
拡散モデルに関するGallespie の予想「時間の尺度を速めると漸近挙動として定常点間や定常分布
間の飛躍が現れる場合がある」(1983) に端を発している. M. Iizuka と Y. Ogura は双一般化拡散
過程における極限定理を示し,一次元の場合に Gallespie の予想を肯定的に解決した ([2]). その後,

[2]では取り扱われていない例について Iizuka, Takemuraと共同研究を行い, [2]の極限定理を適用
することはできないが極限分布は存在する場合があることを証明した. これは, ある意味で, [2]の
極限定理の条件が必要十分に近いものであることを示している.

残る問題は双一般化拡散過程に対応するディリクレ形式の表現である. これについては Liping

Li によって興味ある結果が得られている ([5]). 今後は [4], [6], [7] に基づく広義拡散過程, 双一般
化拡散過程の表現と [5]のディリクレ形式との関連を調べ, このクラスにおけるディリクレ形式の
収束問題について検討する必要がある.
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